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　庶池炭田古第三系申跨主要叢鉱物と各地層との関係を

みるため，おもに小原浄、之介の資料から，ジノレ蒙ン魯電

気石・柘榴石3成分ジ）蕎分比を求め，その結果を薫角図

表で現わす鵡とを試み疫こ、，この図をzT“図捨罫ぶ、，

　この方’法は，各地機茎の特徴，　i地1麟内繊微弓・変イ雛を無i

夢，堆積物の起源（花崩燐類か変成岩類）を推定す恐う

えにも有効と、慰われる、，
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　筆者は，先に誘灘瞭県ヌ褻誘き鰹簸概漁（1矢㎜1：二）および熊本県天

草下島に分布する古第慮．系の重鉱物隷成の研究を費な

い，いろいろと興味ある糸ll果を得た（／録贈鋤鼎その

後，さらに同時代の堆積物である三池炭繊の古篤三系紅

ついて，重鉱物研究を行なう機会を得た．．

　三池炭田の重鉱物に関L〆ては，最近廉、州大学の小原浄

之介（鷺騰）が詳細ノ孟研究成．果を発嚢！、．fている．筆者は

　轟：燃覇総

おも齢小原の資料を溝1討算して，東長崎鞘㌔ヲ慧1籍睡地域

の研鑑によつてみいだLた主要露鉱物蕪種類（ジル憶ン’

鷺気聡一一オ礁1嚇の鑑蹴の鋸姻表紅，婦表現方渋を

本炭購にも適購した、，以下蝶の麟表上にみられる各地繕

の特微について述〆館ぐみたい、

　こ¢）研究を行隷うにあた1），いろいろと御世話鶴なつ

た三井鉱き．／．1株式会社地質書l／の各銑，特に現地で種々の便

蹴をはかつて下さつた隣祉三三池鉱業所の黒騰秀i蟻氏をは

じめ関係各位に厚く御礼を申覧、，．1．二げる．窟た，

献を頂いた九州大学小原浄・之介搏士に深く感謝する欝

議．　地質および羅究方法

、本地城の層序は次の撚纏である．
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　その織，罐璽藝麺）詳纏に羅1しては小原の論文登、参照さ

オもたい藩小篤1グ）舞試率穿は澄超三ゴ餐駐》次で約！（）撚間隔を／　糊と

して採集した．雄）簸を越える多叢、ノ，き．ものである。

　繁者が予欝、的に処理した試料の採取｛重戴麗　重鉱物組成

欝分矯表を，それぞれ第！図，第！喪萌鮫ーた、、羅醤の

試料には，透明嚢鉱物蹴）量が充分にないものがかな夢あ

！懲三！），　その場合には首分率を計．算せず，数えた箇数そ

のま震に（　）をつけて区馨ijしてあ巻、、

＆　魯地麟の蟹嚢図轟におけ猫特徽

東長崎町鯵天草においては，砂鳩中の重鉱物の大部分

灘）通，1、の方法で分離を行な・欝て，鎗（）箇に蓄齢、、ぬこ

　とがしは’し、ば’ある台

がジル・ンノ（盛惣蹴め，電気イデ（鱒羅韓叢雛鷲），柘纏ジ蕎

（騨蕪撚賊）　であつてラこ酒、らの蓼計をio（）として藩煮のお

のの鉱物の1．ギ分沈を1紬算し三角図表にプ騨ット更ーてみ燃

と，各灘」層の鵜鍾敷が良くつかめることがわかつノとむ三三幸撫

炭田においても同方法をき灘用してみたが，3成分比を出

すためには鎗○試料を越しでいる小源の結果を再欝算し

禍ぐ用いた．蹴お塁で全透1勇二重鋭憐勿に奏蓄慣嚇る、1二欝慕3《賦彰箏の轡i

・合が淑）駕に濡1たないときは呈その撫婿斗臨翼翼り、無げなかつ

た．

　このヨ三角図炎を3鉱物の頭文宇をと！），ZぞG図と呼

ぶことにする．以下各地美，、響の図上における特華敷を述べて

いる“

獣｝一綿感嵯〉
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　嶽崎騒群
　銀水煽し各試料頃）分布範囲が，Z　Y辺と娘憩駕線に囲

窯れた区域（ゾ釜rは§艀」以下），および蕪丁辺とz20．％線

に囲ま津㌧た区葦戒の2つ／こ大簿／窓れるく舞響鷺図鞭）。
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　轟辮普は！黄鎖構醗黙痢：；本ま翻戒のi試率1ド｛き，基！盤の1蜀雲総緯雛蒲

岩を不整合に覆う銀水囎のものであ静，後奢は北部の廿

二木1．舞・大浮翔1、準賛癒ジ）ものである台

　後者の置プ纏iにおける分布範翻を詳しくみると，

邦磯馨を塚て整合・に壽疑多恥1三幸擁“翁ず寸き癒では努　黛，　3艶）｛列夕麹激あ

るが誇1大体（｝Tう羅と2頁）駕駐ノ、竿鞭）鍛1隠に隈られ，マ嬢覇塾1

難嚢を蓋鑓繋とするプ蛸轍出桑お鷺の舞鷲料は・ややジルニ袴〆が多く，

第類漢振にみられるような2区欝にさらに分かれるよう

である、
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Z£数》（蓑ルコン畿畿石一趨溜石〉麟か嚇恕二池炭灘識溝1系の特徴（佐藤鍵昭）

　米ノ山層・稲荷層星こ覗）爾欝は各試料の分布範囲がZ

蕪辺と丁船，％騨、下に醗窪れた広い難域に散、撒してお夢稲

荷層の叢灘費量はやや安定気、ているよう轍みえるが特定

の部分にi集申する傾陶をみせず，各！を賑別する煮とは

できない・（第12図熱〉聯

　七浦層妻　稲荷／l．1・米ノ由／拷似ているが．電気石の

　が1威じ。て丁驚祭舞聴拡購1ぐにブく籍慕慨ンが』入鯵欝籍婿斗のタン嗜ぽ織三囲

は、1記の約v窯の灘積／せぱ塞つてマ・る（第2図窮）．

　万繊麟聯
　1勝ご烈諺、輯　　翼G曇澄とT2（）欝6鉱尤ド，G3（）タ冨憲払涯ぐの摂轟業簾さ

れたi鑑域齢大部分が入β，その瀬積は七浦縷のさらに協

近くとなっていて，ジル濃ン勝ちの方への舞i癒1三が著／、、

い．　またそツ　1峯においても簿　費試料は材f榴￥難（｝駕以下の

部分と，嗣じく窯（）一3（準6付近の纏カ所に三集中する薄1跨を

孝ぎしている　（蓼窮2図《菟）窃

　函ツ1、し嘩紅　図でみられる限！），勝立／・、、妻。繋パさらに

篇　惣養が減じ』ぐジノレ慧ンに1懸むよ勢にみえるが，試料数

が弄蕨1）なレ・ので需群し．い訴蓄議は桝美穣♂づ『る　（第慧i裟1鷺）。，

婆。　灘・一畷憂　変　｛総

　爵《蘇を1時1町謬．天篤の研謬鷲（繧三薦騨§蕪工〉をず黛な鷲）た謬祭唐　z

TG図において蔚三1穐1薫潔（）穿6の離装を引嚢警そのオ三毒i、慧をzヌ或、努

左側をG域とレて各地／、響の特徴を／1べた締果，鐸Ul襲た

は層群康位で各試料は、ヒ記鴛領域のいずれかに入勢，対

動ヒにも騰』糞毒なことがわ力二・つた軽

　し、かし三池炭田ではこの毒、強な大単泣の窯一〇変化は

夢，忍められず，各鮮糞層（特に七浦麟・／勝立層）の申で細い

麟駐銑返㌃の1行ソ濫わ定している胤とが灘三濾、を引く．

　例を勝立！、，華（第盤図ξ1，第3図），毒ゆzゆ（長ゆz…

一と穏纏犬1瀬において口慕脚叙）瓢の1濁β繕で，導業或とz爆麺）f醗

を○麟li撫　している様子が，非常に良くうかがわれ

　蕪ゆZ一迦Gのサギクノレを難顔と数えると，／勝立層では

5．轟回，七浦層では慕爆醸，稲荷／l．轄米ノ1．乳曝　はあ蜜

診蚤襲繋蓑ではないが肇そ薄Lぞ膏L薫．慕膜iのサイクノレが、写1｝）オ即

る鞭

　この繊窪，驚癒蒙丸畢fの藁1は感○陥誌払｝ド撃崇奪に／跨ご薫層では雛｝タ5

以下で皇舗トー・定してい愚．

碁．論　　議

は乙全雛式馨｝申紅罰　しかもゑ二製な！薦霧舞i雛艶廿贈みら慶L難銀羅麹であ

！），窟た各層のなかでは頻度のばらつ嚢も凄）塞賛著しく

ないのでこ津Lらの漁麟i鯵の灘嚢臓段については藩驚謝ギ1稔講奪暴紺率学

ない，各／の頻鍵の特徴をあ詫わ胤』ぐみた魚一一統計的

計算では無色ジノレ灘ンの舞1度は銀水層紛単1：本地1鑑のもの

と甘擁蒐霞いブく隣娼l／l懸滋のものとδ珪絹畢一ヒ麟郭膨．1と脳郵麟塁

1鷺1Tl璽『平口

』　1…
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《
蝦でピ
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　i毒　1　毒

　小原（欝鋤は三池炭賑の難鉱物の層別特徴グ）中で次

の．めに述べでいる．

　虜毒………、．薫鉱物のうち無色ジル箒ンと禍色電気石と

　欝茎　3　護欝　　灘ま怠ぎの慧一一《3　窪醸

（餐三賦隙3．太ぴ、試、懸魏小難，懸紅よ嚇

／勝鳶烈琶妻撚i現ツ1．甲季　の閲に孝ぎ層町差が諮淋）れているが　（藏

講難驚），灘ツl！l層の無磁、ジノレ獄ンの鰻獲はばらつきが

馨野しくづン1数糞猷がプくになつてマ・蕎、

　　　　誰鐵鑑慧講華ぎは叢護ノ摩く層¢）中で豫矯擁／賑鑑の童誰のと

蓬紅衣山舜大問山禽翻翼マ）ものとの問穿薫弊ぎ煽…一慕浦麟一曝欝

ご菰履一一灘ツ1．五il　菰の瞬蝶蝋鱗難，％で糞隔頴』釜が壽皐ら戯、る．

　　　　無色ジル罪ン翰頻！二巽が下餐層から上位層になる

に従い高舞1度になつてゆく状態藪各試料轍ついてみる

と，その茂翻鷺が瀞縫舞晦／購醒霧してゆく¢）ではなく，藩減か

レながらも次第に全体の頻慶が増してゆくで鄭，1がみられ

るq……ご菰に』七浦ノ1萎灘　．勝搬雇2）た、郵）の1裁料に1はよく

この盤三禦ξが現．わ灘ノぐいる轄

　　　　・蜷鋳魚仁叢㌔百の＃灘x．蓬イヒは撃重麟婁戒を麟鮭）漣叢Lなが

¢も上位騒ほど鷺体の頻簾が減少してゆく傾向がある蹄．

　筆者の方法は，全ジル嵩ン，全、電気署のほかに柘榴蕎

を加えた雲者の嶽分地の麟承であつて，上記小原の結論

嬢曳一（講4乃



重毒葎気論構　嚢1野趨灘蔓　（鰐薯！緩巻　 驚恥蓋i讐・）

が撒の蕪雛こよつて醗誓菰的に、とら桑、られる縛徴を講し、、，ま

7繕榴石を加えたごとによつてさらに細かい変化も読み

とることができる、，

　すなわち，地羅区分についてみると，小源が統欝的、汁

婁鐸、よつて1認め歳き磁1の騰鑑響矯憲，　z贈r（精損に嘘＄い卵ぐ雛に

述べたように各、1，、、の分痛範闘，尋布窪蒲蓬などの違いと1、．

甲ぐ．繋1霞発さ才もて馬・蕎　　L、ン躯し，　灘矯三三拷難グ）ラン靖鷺1璽優1力覇覇、、1二て亭

難遵掛、捻オじぐマ・るとレ・つ麟碧適、鉾各髄慧／藩の肇響数カシつ寿馬め1激

づ嚇る力叢ヲ汽塁韓fく1、婆二1の蕊舞試1糾力謡らそオPもがず嚢”　こ藩1慣皿る力為を

書喪蒸葺サ鞘るこ、とは，　答／垂 響の1分瞬緯瀬編力数な1ラあつているた

鍵毬欝良で穐ある。

　至　㌔石に穣／し、、ては，　　奪の舞弍麟・の3ノ叢タ暴丁ヒ蹉）タ〉才蔭i襲界

を示す線がだんだん、とZ蘇辺に近接するように心ること

滋　）ン・小梼くのいうよう／ごド麟　 》ら．．1ぐ騰へ1緯力魯・その

量が減鉛して行くことがは所）き1）わかる，，電賎葺グ）一この

1讃鍵鷲）きはき灘蔓薄鱒　「騒）脚鎌》毘5，》靴．ノll l／lで《）輝爆》タぎ，

／勝立層では（）～烈）’と、1｛．／，ヨ黛ど小さく，弾賦下謝／！で1議

ヅくてさある翻

　ジ．ノレ雛ンの曇こついても1鶏様，zTc図における各／、1
の糞試料の檬テ矯鷲縫凝鐸力烹 U　／壁響瓢な蒼に蟻濾いz選頁ノ華、叉に1縁かつ

て縮少して行くことから，．賄矯嶽どジル雛ン1こ欝む状

態が簡，単に了解できる轟小原は，この麟、1加が漸移的では

なく，増1威を1、ノながらも浮．蟹凝慧なるといつているが，

ジ，ノレ灘ンの薩戴1．駕轍は瓢獣；葺よ！）も貌榴宥が密接な器矯係を

持つて隷　り，　ジノレ捻ンが増せば鞍諸碧；補が書歳！；），蘇1榴・胃の

・多いときにはジ．ノ凱芝ンが少なく，鉱れを繰勢薦し，な．がら

誘ぐ鋳騒こジノレ講ン！携　1こなる凄諺）更　江が鱗　 i瀬芝乳柵む、鋳薄

慕譲疑淘らう毒蔦力叢蹴薄免，よ、う。

　ノ掃票は葺贋轄葎了に欝1し、〆ては献…“…撫匙撃i・に，よ勢》緯簿に．糠

／運の茎驚イ撚海購．多し，、く，驚．、鰭／の峯縮裟め気巴）カ、ン象にくい鋪の　と、ハ

つている。，たし、、かに辮榴聡の驚減の幅は大きいが，〆ぐれ．

でも各嬬麟ごとにその分爺は一定範囲内に秀晃定され，大

．牟脚！．羅では○鴫○駕，フ灘礪群では（）珂3嬬と，試料

群とL、てみた時には、、1二位の地壕ほど減少1／』でいる．この

ようにzT嬢嚢瀬によオ知は㌔，貌藝蕎も翅三1夢、1の彗寺／敷を署発オブす

うえに重婁な僕雛を果している菰とがわかる。

　3で述べたよう轍，1銀水層の試料の21T◎図、．1ゴこおけ

る
、

オ膚聾愈，襲蒙！懇．i岩の麟技整によ、ず）て2つのi濫糞或にブく鏑／さオ知

驚．轍のことから嗣ノ，馨に物質を繊給した原岩篭繕えてみ

ると，　業丁辺に近くタ》講写澄’るヌ捗（／霧管麩牢嘗）をマ蕉擢、1．ぞ，璽聾，

慕董等難に課猛く1ダン嘘シす恐｝疹（』賛㌻奪1．i．i）を憂ノ黛躍讐璽1と詳界懲こ

記寿距でき愚癖

　1大1濁ll、iではマ鉱繍籔灘竃を議鶉撫雛おしている力叢，魯華、軌覇・のフン墳ず

は鵡成窟型であ恐。梓麟．Il付近¢）変成岩類鵜は拓榴誇が

多簸に含寒れているが，大1織 LIの基盤の花醐墨沖にも柘

榴星濾多量に含むものがある（試料番号鷲）．　駕、・たがつ

て購地域付近の堆1綾物の供給源は速断しノ難いが，薯主要

鍛藤物の5ン噴謬鞭が舅ワ奪i翁のものと夢繋盤繋鳳異猛いの牒登，蒸蕪鷺賎は

花繕総であつても，堆積物は変成器類からの蹴響を大い

に受けていると灘え1れる．
　一1率壌樹。1 廷撫塚難こおける翻蔑オく／l　　i、部の霧試馨鋳（｛童購馨呂艶　ノ卦

騰縫2）は，；花縄藩ヲ毅の中に．入る力叢，　こニオもは濠、1高木ii1鐙緯舞で

も，この織期に1潔花嶽躍卦類から騨）供給が弓螢まイてきたご

とを灘弱蓉し．よう、、

　繋ぐノ1．1、け聾篭，ノ、ると，客馨式牽斗のラ参噴ぎ輩藻鴨譲は1二霧鴛慧湾礎のコ
ユ

壌沖問とな！），しかも醗糠鷲が激滅した形になつでく

る。この大驚な組成、Lの相違は，堆積盆地の拡大に伴な

彊蹄諜境の変紹こ趨獄、ていると、1議）れるが，灘齢の

毅：階においては豪だ詳細な堆積纏舶撃解釈を行ないえ、な

い。

　、ノ罫μ翼は鋼灘壕色ジノレ鷺ン鑛隅のバ、鑓イ鉱は聾釜i獣〉ゴ鷺》緯搬

厩S難毒難鷺嬢ti纏1に撲1係があるのではないか湾　と考え

ているが，筆考もこれにi司感である。まご浦層・勝立層

　（第3覆1〉は嶽とんど1郭認一輝／lヒひある力叢畦講こ一述の蝶た，よう

に，そぎ坤で3．釧難iから§．舗涯篤Z－G間び）むs℃i至1撮・盤

がみられ，そび）閥隔は柱状図／こおいて轟一3（）類になつて

いることは，堆積環鹿の微繍な変化の反映と、臆われる．

　また，　このごとは簿婿鍾の蓬繋三孜ソy浸受が1組な、糞　か，その重慰

弩、の肇響数に1灘してジノレ欝ン書券ち，1勢るいは粧舞子勝ちで

あるという，偏よつた餐欝禽を出すおそれのあ嫁きことをサ蓉

して馬・《｝、，、

暮、結　　語

　1織欝織喪勺なことは，縷qでに5、の欝倫翼義で；述／・畿たので．　こ

こでは全．体の要約を行ない結びとする。

　　（：め砂嶋中の鶴齢1勿の大半を占めるジル欝ン噂電気著

・柘榴・爾の量比駅）意義は大きく，その百分比の鷺、霧図表

による表現方法（ZTG懸／）は，二各地層の特｛数を良く現

わしラ窯た！つの堆積｝地における下位層か爵上位麟へ

の堆積条件の変化を把握することができる．

　（慧）雌慧炭田における難　IIオ／尋の，猿頬蒔壕雛洋羨饗ガく撰は，　翼

丁難駆！における分；ヂ欝か、）花藩舞事i製＿変成鳩型に；タン灘獲され

るが，この型と麹の特徴鉱物を用いれば，堆積物供給原

・燐の推定を行ないうる可能性がある．

　　（欝）各地層の試料群のZ　T蘇図における分布は㎜1位層

から．．1二位層へ向かい，花鰭提1型と変成碧型の混録ノた形

から♂爵醸犀〉疑蒙芽涛聯或イ診毛〆て肇学き多　ジノレ群ンと秘着留墨ざ雛）1携“鑓聾！

減を楽桑り返しながらも次第にジノレ罪｝・ノに富むようになる

方陣性麟諦められる箒

導違一一一（暮茎8）



zTG（がノレコ’ 一霞蝋蕎・一柘榴石）1窯iか塾みた鷺濾炭照禽鐸褻：三系の特徴（佐藤畏縮）

　（㊧このような変化は，東長崎町・天草地域では認め

られず，したがつて隅時代の堆積物であ恐本炭繊の各地

層は3主要重鉱物によつて直接対比することができない。

　（＄）束長崎町瞬天草地域において認められた窯一一惑変

化は本炭縫二1におヤ・ても顕≡著であるが肇前，者が黒麟窟たは

層群単位で’あるのに反し筆後者は葱累幾層1擁における数i藪

の繰り返しであつて，轍れは嚢餐積条件の蒙数ノ／・な変化の反

映と、懸わ才し恐母　　　　　　（昭勲3婆年工月酎2選／欝雇肇蒼）

　　　　　　　　　研究報皆，地質学之部，V蝋菖，

　　　　　　　　　N礁．慧，欝．蕊～脚7§聾ま黛曝蓋

　の　佐藤斑昭：長崎県東畏崎町付近および熊本県天

　　　　　　　　　箪下、傷に分布する古第三系の重鉱物

　　　　　　　　　皐臨戊隻審患質灘葦査拶ず月幸疑，　v《〉L鴛野

　　　　　　　　　N《〉．嚢警峯》，S！紺4s，i§6激

　層序・地質構造に関す愚文献は省略レた．小原の論文

を参照泰れたい、、

　　　　　　　　　　窯献
嵐）　小志環浄∵之介ll鷺誕玉炭舞三iの璽鉱琴勿鉾九州大擁舞難碁鋳喪i玉

羅5一一（8ご欝）




